
 

東京港第９次改訂港湾計画に向けた調査検討委員会（第３回） 

議事概要 

 

 

１ 日 時 

  令和４年 12 月 23 日（金）10 時 00 分から 11 時 40 分 

２ 場 所 

  新宿 NS ビル 30F ルーム３・４（オンライン併用） 

３ 出席者 

  別紙のとおり 

４ 議 事 

（１）今後の検討スケジュール 

（２）内貿・在来の検討 

５ 議事概要 

○ 事務局から今後の検討スケジュール、内貿・在来の検討の内容について説明を行
った。 

○ 委員会に出席した委員から、以下の意見が示された。 

  東京港は、内貿貨物において非常に重要な魅力のある港である。今後のモー
ダルシフトや船舶の大型化等による増加貨物に対応するため、新規ふ頭の整
備に加えて、既存ふ頭のヤード不足にも方策を講じていくべきである。 
 

  内貿貨物のヤード不足について、新規ふ頭の整備には時間がかかるため、暫
定ヤードの利用についても積極的に行うべきである。 
 

 



  内航船が岸壁に安全かつ効率的に離着岸できるように、考慮してほしい。 
 

  東京港は、内貿ユニットロードターミナルにおける最先端技術の導入や２０
２４年トラックドライバー不足への対応、カーボンニュートラルポートへの
対応など、新たな試みに積極的に取り組んでいくべきである。 
 

  既存ターミナルについても、最先端技術を活用して効率性をより一層高める
取組を進めていくべきである。 
 

  港湾計画は、概ね１０年後を目標とした計画となる。東京港は、非常に期待
の高い港であることから、短いスパンでの期待にどう応えていくかという点
も重要となる。このため、短期・中期・ 期といった施策のスケジュール感
も考慮すべきである。 
 

  貨物量推計については、現在示されている様に、ベース貨物と政策的な貨物
とに分けて考慮していくべきである。 
 

 
以上 




